
(57)【要約】

【課題】

　同じ巻き取り径でスロット数が異なるコアや傾斜コア

、同じスロット数で巻き取り径が異なるコアや傾斜コア

を作るために金型の交換などで櫛歯状のスロットのピッ

チを変更する必要のない固定鉄心の製造方法を提供する

。

【解決手段】

　帯状鋼板は櫛歯状のスロットが形成されており、帯状

鋼板を板厚方向から少なくとも１対のロールにより挟み

込み、板厚を減少させるために圧延し、圧延方向に櫛歯

上のスロットのピッチを伸ばすことにより、所定の巻き

取り径に必要なスロットのピッチに加工し、帯状鋼板の

幅方向の側面を治具で押し当て、その押し当て量を変え

ることにより所定の巻き取り径を決定する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 櫛 歯 状 の ス ロ ッ ト が 形 成 さ れ た 帯 状 鋼 板 を 準 備 す る 工 程 と 、
　 少 な く と も １ 対 の ロ ー ル を 用 い て 前 記 帯 状 鋼 板 を 板 厚 方 向 か ら 挟 み 込 ん で 圧 延 す る こ と
に よ り 、 圧 延 方 向 に 櫛 歯 状 の 前 記 ス ロ ッ ト の ピ ッ チ を 伸 ば す 工 程 と 、
　 前 記 帯 状 鋼 板 の 幅 方 向 の 側 面 を 治 具 で 押 し 当 て 、 そ の 押 し 当 て 量 を 変 え る こ と に よ り 所
定 の 巻 き 取 り 径 を 決 定 す る 工 程 と 、
　 前 記 帯 状 鋼 板 を 螺 旋 状 に 巻 き 取 り 、 積 層 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 ス ロ ッ ト の 前 記 ピ ッ チ は 、 前 記 巻 き 取 り 径 に 必 要 な 量 の ピ ッ チ で あ る こ と を 特 徴 と
す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 帯 状 鋼 板 は 、 入 口 ガ イ ド を 通 じ て 圧 延 ロ ー ル に 導 入 さ れ る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 に 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 １ 対 の ロ ー ル の 形 状 は 、 テ ー パ 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 に 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 帯 状 鋼 板 を 一 定 の 間 隔 で 櫛 歯 状 の 前 記 ス ロ ッ ト を 打 抜 く 際 、 前 記 所 定 の 巻 き 取 り 径
に 必 要 な 量 の 前 記 ピ ッ チ よ り 短 い ピ ッ チ で 打 抜 く こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 に 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 所 定 の 巻 き 取 り 径 に 必 要 な 前 記 ピ ッ チ に 対 し 、 所 定 量 の 差 を 持 つ よ う に ピ ッ チ を 設
定 し て 、 傾 斜 し た 固 定 鉄 心 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 に 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 固 定 鉄 心 は 、 リ ン グ 状 の 回 転 電 機 用 の 固 定 鉄 心 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の
製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 圧 延 曲 げ に よ り 成 形 さ れ る 回 転 電 機 用 の 固
定 鉄 心 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 櫛 歯 状 の ス ロ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 帯 状 鋼 板 を 幅 方 向 の 一 端 側 に 等 間 隔 に 形 成 さ
れ て い る 帯 状 の コ ア 材 を 螺 旋 状 に 巻 き 取 る 製 造 方 法 と し て 、 帯 状 鋼 板 の 幅 方 向 の 一 端 側 の
他 端 側 を 圧 延 ロ ー ル で 両 側 か ら 挟 み 込 み 、 端 縁 に 向 け て 板 厚 を 減 少 さ せ る よ う に し て 、 帯
状 鋼 板 の 曲 率 を 一 定 に し て 、 螺 旋 状 に 巻 き 取 る 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 圧 延 ロ ー ル と 圧 延 ロ ー ル 出 口 側 に 曲 率 を 持 っ た 複 数 の ガ イ ド ロ ー ル に よ り 、 帯 状
鋼 板 の 曲 げ 曲 率 を 決 定 す る 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ４ ８ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ － １ ６ ４ ２ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 技 術 で は プ レ ス 等 の 加 工 に よ り 、 一 定 に 櫛 歯 状 の ス ロ ッ ト の ピ ッ チ
を 製 作 し 、 圧 延 ロ ー ル ま た は 圧 延 ロ ー ル と 複 数 の ガ イ ド ロ ー ル で 所 定 の 曲 率 を 得 て 、 螺 旋
状 に 決 定 し て い る た め 、 同 じ 巻 き 取 り 径 で ス ロ ッ ト 数 を 変 え た も の や 同 じ 巻 き 取 り 径 で 傾
斜 し た コ ア を 作 る 場 合 は 、 プ レ ス の 金 型 を 交 換 し 、 ピ ッ チ の 変 え た 櫛 歯 状 の ス ロ ッ ト を 準
備 し 、 移 送 歯 の 付 い た ロ ー ル を 交 換 し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 同 じ ス ロ ッ ト 数 で 巻 き 取 り 径 が 異 な る も の を 作 る 場 合 、 同 様 に プ レ ス の 金 型 を
交 換 し 、 ピ ッ チ の 変 え た 櫛 歯 状 の ス ロ ッ ト を 準 備 し 、 移 送 歯 の 付 い た ロ ー ル を 交 換 ま た は
ガ イ ド ロ ー ル の 曲 率 を 変 え た 物 に 交 換 し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 プ レ ス 加 工 に よ り 作 ら れ る 櫛 歯 状 の ス ロ ッ ト の ピ ッ チ は 交 換 す る 金 型 ご と に ミ ク
ロ ン 単 位 で 異 な る た め 、 ス ロ ッ ト 数 が 多 く な る と そ の 分 だ け ス ロ ッ ト の ピ ッ チ の 差 が 大 き
く な る こ と か ら 、 固 定 鉄 心 の 巻 き 取 り 径 の ば ら つ き と し て 無 視 で き な い 問 題 と な っ て い る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 代 表 的 な 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 は 、 櫛 歯 状 の ス ロ ッ ト が 形 成 さ れ た 帯 状 鋼 板 を 準
備 す る 工 程 と 、 少 な く と も １ 対 の ロ ー ル を 用 い て 帯 状 鋼 板 を 板 厚 方 向 か ら 挟 み 込 ん で 圧 延
す る こ と に よ り 、 圧 延 方 向 に 櫛 歯 状 の ス ロ ッ ト の ピ ッ チ を 伸 ば す 工 程 と 、 帯 状 鋼 板 の 幅 方
向 の 側 面 を 治 具 で 押 し 当 て 、 そ の 押 し 当 て 量 を 変 え る こ と に よ り 所 定 の 巻 き 取 り 径 を 決 定
す る 工 程 と 、 帯 状 鋼 板 を 螺 旋 状 に 巻 き 取 り 、 積 層 す る 工 程 と を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 ス ロ ッ ト の ピ ッ チ は 、 巻 き 取 り 径 に 必 要 な 量 の ピ ッ チ で あ り 、 ま た 、 帯 状
鋼 板 は 、 入 口 ガ イ ド を 通 じ て 圧 延 ロ ー ル に 導 入 さ れ る 工 程 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 １ 対 の ロ ー ル の 形 状 は テ ー パ 形 状 で あ り 、 ま た 、 帯 状 鋼 板 を 一 定 の
間 隔 で 櫛 歯 状 の 前 記 ス ロ ッ ト を 打 抜 く 際 、 所 定 の 巻 き 取 り 径 に 必 要 な 量 の 前 記 ピ ッ チ よ り
短 い ピ ッ チ で 打 抜 く も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 好 ま し く は 、 所 定 の 巻 き 取 り 径 に 必 要 な ピ ッ チ に 対 し 、 所 定 量 の 差 を 持 つ よ う に ピ
ッ チ を 設 定 し て 、 傾 斜 し た 固 定 鉄 心 を 形 成 す る も の で あ り 、 ま た 、 固 定 鉄 心 は リ ン グ 状 の
回 転 電 機 用 の 固 定 鉄 心 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 効 率 の よ い 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 櫛
歯 状 の ス ロ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 帯 状 鋼 板 に よ り 、 同 じ 巻 き 取 り 径 で ス ロ ッ ト 数 が 異 な る
コ ア や 傾 斜 コ ア ， ス ロ ッ ト 数 が 同 じ で 巻 き 取 り 径 が 異 な る コ ア や 傾 斜 コ ア を 作 る た め に 金
型 交 換 等 で 櫛 歯 状 の ス ロ ッ ト の ピ ッ チ を 変 更 す る 必 要 の な い 固 定 鉄 心 の 製 造 が 可 能 に な る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 帯 状 鋼 板 を 板 厚 方 向 か ら 少 な く と も １ 対 の ロ ー ル に よ り 挟 み 込 み 、 板 厚 を 減 少 さ せ る た
め に 圧 延 し 、 圧 延 方 向 に 櫛 歯 上 の ス ロ ッ ト の ピ ッ チ を 伸 ば す こ と に よ り 、 狙 い の 巻 き 取 り
径 に 必 要 な ス ロ ッ ト の ピ ッ チ を 出 し 、 そ の 後 、 帯 状 鋼 板 の 幅 方 向 の 側 面 を 治 具 で 押 し 当 て
、 そ の 押 し 当 て 量 を 変 え て 、 狙 い の 巻 き 取 り 径 を 決 定 す る こ と に よ り 実 現 し た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 固 定 鉄 心 を 示 す 外 観 図 で あ る 。 本 発 明 品 の 一 例 で あ る 、 固 定 鉄 心 １ は
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内 周 側 に 、 図 示 し な い 巻 線 が 挿 入 さ れ る た め の ス ロ ッ ト ２ が テ ィ ー ス ３ に よ っ て 区 切 ら れ
、 ３ ６ ヶ 形 成 さ れ て い る 。 外 径 は φ １ ２ ８ で 外 周 部 に は 外 周 切 欠 き ４ が テ ィ ー ス ３ に 相 対
す る よ う に 周 期 的 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ の （ Ｉ ） は 固 定 鉄 心 １ が 成 形 さ れ る 前 の 帯 状 コ ア ５ 、 （ II） は 成 形 後 の 固 定 鉄 心 １
の 部 分 平 面 図 で あ る 。 図 ３ に 本 発 明 の 圧 延 曲 げ 装 置 の 外 観 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ に 圧 延 ロ ー ル に よ る 帯 状 コ ア ５ の 圧 延 状 態 を 示 す 。 図 ５ に 本 発 明 の 圧 延 曲 げ 装 置 の
平 面 図 を 示 す 。 図 ２ ～ 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ の 圧 延 曲 げ 装 置 は 入 口 ガ イ ド ６ ， カ ウ ン タ １ ２ と 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８ を 備 え た 圧 延 ロ
ー ル 装 置 ９ と 出 口 側 に 設 置 し た 拘 束 治 具 １ ０ に よ り 構 成 さ れ る 。 ま た 、 入 口 ガ イ ド ６ の 手
前 に は 帯 状 コ ア ５ の 板 厚 測 定 装 置 １ １ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ９ ０ ス ロ ッ ト で φ １ ２ ８ の 固 定 鉄 心 １ を 加 工 す る 場 合 、 初 め に 帯 状 コ ア ５ は ス ロ ッ ト ピ
ッ チ Ｐ １ で プ レ ス 等 に よ り 加 工 さ れ 、 帯 状 コ ア ５ は 入 口 ガ イ ド ６ に よ り ス ム ー ズ か つ ガ タ
が 無 い 状 態 で 圧 延 ロ ー ル 装 置 ９ の 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８ の 間 に 挿 入 さ れ る 。 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８
に よ り 加 工 さ れ る 部 分 は 帯 状 コ ア が つ な が り 連 続 し た コ ア バ ッ ク １ ６ で あ る 。 こ の コ ア バ
ッ ク １ ６ を 圧 延 し 、 規 定 の 巻 き 取 り 径 φ １ ２ ８ の ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ２ に な る よ う に 帯 状 コ
ア ５ を 伸 ば す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 圧 延 さ れ た 帯 状 コ ア ５ は 、 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８ に よ り 強 制 的 に 送 り 出 さ れ る 。 帯
状 コ ア ５ は 、 前 も っ て 、 狙 い の 巻 き 取 り 径 に な る よ う に 移 動 さ せ た 拘 束 治 具 １ ０ に 当 た り
、 φ １ ２ ８ に な る よ う に 曲 げ ら れ る 。 た だ し 、 Ｐ ２ － Ｐ １ ＝ Δ Ｐ は 無 限 で は な く 、 圧 延 に
よ る 板 厚 の 減 少 量 に 比 例 す る 。 こ の よ う に 、 圧 延 ロ ー ル 部 分 で ス ロ ッ ト ピ ッ チ を 決 定 し 、
拘 束 治 具 １ ０ で 巻 き 取 り 径 を 決 定 す る こ と は 、 す な わ ち 、 π × 巻 き 取 り 径 （ φ Ｄ ） ／ ス ロ
ッ ト ピ ッ チ （ Ｐ ２ ） ＝ ス ロ ッ ト 数 Ｓ の 関 係 か ら 、 ス ロ ッ ト 数 Ｓ が 決 ま る た め 狙 い の 巻 き 取
り 径 と ス ロ ッ ト 数 の 固 定 鉄 心 １ を 巻 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 の よ う に 、 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８ で ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ２ を 出 し 、 巻 き 取 り 径 を 拘 束
治 具 １ ０ で 出 す 方 式 に 対 し 、 従 来 技 術 は プ レ ス 加 工 等 で ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ２ が 決 ま り 、 圧
延 ロ ー ル で 曲 率 を 出 し て い た 。 そ の た め 、 プ レ ス 加 工 等 で 決 ま る ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ １ で ス
ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ２ が 決 ま る の で 、 ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ １ の 寸 法 が 非 常 に 重 要 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 た と え ば 、 金 型 は 本 型 と 予 備 型 の よ う に 同 じ 物 で 複 数 も っ て い る こ と が 多 く 、 こ の 本 型
と 予 備 型 で は 機 械 加 工 の 精 度 の 点 か ら 、 ミ ク ロ ン オ ー ダ で 寸 法 精 度 が 異 な っ て し ま う 。 金
型 ご と に ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ １ が ミ ク ロ ン オ ー ダ で 異 な る た め 、 製 品 の ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ２
が 金 型 ご と に 異 な っ て い る 。 さ ら に 、 ス ロ ッ ト 数 が ９ ０ や ９ ６ ， １ ０ ８ と 多 く な る と 、 そ
の 分 だ け 、 ピ ッ チ 誤 差 が 大 き く な る た め 、 従 来 技 術 で は ス ロ ッ ト 数 が 多 い 物 は 巻 き 取 り 径
の ば ら つ き が 大 き く な っ て い た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 例 に よ り 圧 延 量 を 変 更 す れ ば 、 本 型 ， 予 備 型 の 区 別 を す る こ と な く ス ロ ッ ト ピ ッ
チ Ｐ ２ を 同 じ に で き る た め 、 ス ロ ッ ト 数 が 多 い 固 定 鉄 心 １ に 非 常 に 有 利 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ に 示 す と お り 、 帯 状 コ ア ５ の 幅 方 向 に ス ム ー ズ か つ ガ タ が 無 い 状 態 の 入 口 ガ イ ド ６
を 設 け る と 、 帯 状 コ ア ５ は 拘 束 治 具 １ ０ と 入 口 ガ イ ド ６ で ２ 点 ガ イ ド さ れ た こ と と 同 じ 状
態 に な る た め 、 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８ に 対 す る 帯 状 コ ア ５ の 水 平 方 向 の 位 置 が 決 ま り 、 圧 延 量
を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ に テ ー パ 部 を 有 す る 圧 延 ロ ー ル に よ る 帯 状 コ ア ５ の 圧 延 状 態 を 示 す 。 図 ６ に 示 す と
お り 、 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８ に テ ー パ 部 １ ３ ， １ ４ が 付 い て い る 。 板 厚 が 薄 く 、 拘 束 治 具 １ ０
で 狙 い の 巻 き 取 り 径 が 出 せ な い 場 合 に 、 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８ の テ ー パ 部 １ ３ ， １ ４ を 用 い て
帯 状 コ ア ５ を 圧 延 す る 。 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８ の テ ー パ 部 １ ３ ， １ ４ で 圧 延 す る と 、 帯 状 コ ア
５ が 予 備 的 に 曲 げ る こ と が で き る た め 、 拘 束 治 具 １ ０ で 巻 き 取 り 径 を 出 す こ と が で き る よ
う に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 テ ー パ 部 １ ３ ， １ ４ の 角 度 は 、 圧 延 に よ り 狙 い の ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ２ を 出 し た
条 件 で 、 テ ー パ 部 １ ３ ， １ ４ で 曲 げ ら れ る 径 は 設 定 さ れ る 巻 き 取 り 径 よ り 、 大 き く な る よ
う に し 、 拘 束 治 具 １ ０ で 巻 き 取 り 径 を 決 定 で き る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 圧 延 ロ ー ル の テ ー パ 角 度 を 設 定 す れ ば 、 圧 延 で ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ２ を 出 し 、
拘 束 治 具 １ ０ で 巻 き 取 り 径 を 出 す 仕 組 み は 変 わ ら な い 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ レ ス 等 に よ り 直 線 状 に 帯 状 コ ア ５ を 一 定 の 間 隔 で 櫛 歯 状 の ス ロ ッ
ト ２ を 形 成 す る 際 、 狙 い の 巻 き 取 り 径 に 必 要 な ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ２ よ り 短 く 帯 状 コ ア ５ の
ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ １ に す る 。 そ し て 、 非 常 に 巻 き 取 り 径 の 精 度 が 必 要 な 場 合 は Ｐ ２ － Ｐ １
＝ Δ Ｐ を 最 小 限 に 設 定 す る と 良 い 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ の （ Ｉ ） に 傾 斜 コ ア １ ７ の 側 面 図 、 （ II） に 固 定 鉄 心 １ の 側 面 図 、 （ III） に 成 形
後 の 帯 状 コ ア の 部 分 平 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ の と お り 、 本 発 明 で は 同 じ 巻 き 取 り 径 φ Ｄ 、 同 じ ス ロ ッ ト 数 Ｓ で 傾 斜 コ ア １ ７ を 製
作 す る 場 合 は ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ３ を Ｐ ３ ＞ Ｐ ２ ま た は Ｐ ３ ＜ Ｐ ２ に な る よ う に 圧 延 す れ ば
よ い 。 そ し て Ｐ ３ － Ｐ ２ ＝ Δ Ｐ ２ を 変 化 さ せ る こ と に よ り 傾 斜 の 角 度 を 変 え る こ と が で き
る 。 こ こ で Ｐ ２ ＝ 巻 き 取 り 径 φ Ｄ × π ／ ス ロ ッ ト 数 Ｓ の 関 係 は 変 わ ら な い 。 こ の よ う に 、
圧 延 量 を 変 え る だ け で 、 傾 斜 コ ア １ ７ を 作 る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ８ に 本 発 明 の テ ー パ 部 １ ３ ， １ ４ を 有 す る 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８ を 用 い 、 拘 束 治 具 １ ０ を
固 定 鉄 心 １ の 内 側 に 配 置 し た 圧 延 曲 げ 装 置 の 平 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ８ で は 、 圧 延 ロ ー ル ７ ， ８ の テ ー パ 部 １ ３ ， １ ４ に よ り 帯 状 コ ア ５ を 圧 延 し 、 狙 い の
ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ２ を 出 し 、 狙 い の 巻 き 取 り 径 に な る よ う に 拘 束 治 具 １ ０ を 移 動 さ せ 、 固
定 鉄 心 １ を 巻 き 取 る 。 こ こ で 、 圧 延 ロ ー ル で 曲 げ ら れ る 径 が 狙 い の 巻 き 取 り 径 よ り 小 さ く
巻 き 取 り 、 拘 束 治 具 １ ０ を 移 動 さ せ 、 狙 い の 巻 き 取 り 径 に し て い る 。 コ ア バ ッ ク １ ６ 側 の
切 欠 き が 大 き く 拘 束 治 具 １ ０ を 当 て た 場 合 に 巻 き 取 り 径 が 安 定 し な い 場 合 に 用 い る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ９ に 圧 延 量 と ス ロ ッ ト ピ ッ チ の 寸 法 の 関 係 を 示 す 。 圧 延 量 を 大 き く す る と ス ロ ッ ト ピ
ッ チ の 寸 法 は 大 き く な る 比 例 関 係 を 示 す 。 こ の 関 係 を 利 用 し 、 ス ロ ッ ト ピ ッ チ Ｐ ２ の 寸 法
を 決 め る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ ０ に 図 ３ の 装 置 に お け る 巻 き 取 り 径 の 中 心 か ら 拘 束 治 具 ま で の 距 離 と 巻 き 取 り 径 と
ス ロ ッ ト ピ ッ チ の 寸 法 の 関 係 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 図 １ ０ に 示 す と お り 、 巻 き 取 り 径 の 中 心 か ら 拘 束 治 具 ま で の 距 離 を 大 き く し て い く と 、
巻 き 取 り 径 は 大 き く な る 比 例 関 係 を 示 す 。 そ し て 、 巻 き 取 り 径 の 中 心 か ら 拘 束 治 具 ま で の
距 離 を 離 し て い く と あ る 時 点 で ス ロ ッ ト ピ ッ チ の 寸 法 が ほ と ん ど 変 わ ら な く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 変 わ ら な く な る 範 囲 を 利 用 し 、 拘 束 治 具 １ ０ に よ り 、 ス ロ ッ ト ピ ッ チ の 寸 法 を ほ と
ん ど 変 え る こ と な く 、 巻 き 取 り 径 を 出 す こ と が で き る 。 巻 き 取 り 径 の 中 心 か ら 拘 束 治 具 ま
で の 距 離 が 短 い と き ス ロ ッ ト ピ ッ チ 寸 法 が 変 化 す る の は 距 離 が 短 い た め 、 圧 延 ロ ー ル ７ ，
８ か ら 、 帯 状 コ ア ５ が 外 れ か か っ て し ま う た め で あ る 。
【 実 施 例 ９ 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 装 置 及 び 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 固 定 鉄 心 １ を 自 動 車
用 交 流 発 電 機 １ ８ に 用 い た 例 を 示 し た も の で あ る 。 固 定 鉄 心 １ は 、 フ ロ ン ト ブ ラ ケ ッ ト
１ ９ と リ ヤ ブ ラ ケ ッ ト ２ ０ の 間 に 取 り 付 け ら れ 固 定 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 鉄 心 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ｉ ） は 固 定 鉄 心 が 成 形 さ れ る 前 の 帯 状 コ ア 、 （ II） は 成 形 後 の 固 定 鉄 心 の 部 分
平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 圧 延 曲 げ 装 置 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 圧 延 ロ ー ル に よ る 帯 状 鋼 板 の 圧 延 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 圧 延 曲 げ 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 テ ー パ 部 を 有 す る 圧 延 ロ ー ル に よ る 帯 状 コ ア ５ の 圧 延 状 態 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ Ｉ ） は 傾 斜 コ ア １ ７ の 側 面 図 、 （ II） は 固 定 鉄 心 １ の 側 面 図 、 （ III） に 成 形
後 の 帯 状 コ ア の 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の テ ー パ 部 を 有 す る 圧 延 ロ ー ル を 用 い 、 拘 束 治 具 を 固 定 鉄 心 の 内 側 に 配 置
し た 圧 延 曲 げ 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 圧 延 量 と ス ロ ッ ト ピ ッ チ の 関 係 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 圧 延 曲 げ 装 置 に お け る 巻 き 取 り 径 の 中 心 か ら 拘 束 治 具 ま で の 距 離 と 巻
き 取 り 径 と ス ロ ッ ト ピ ッ チ の 変 化 量 の 関 係 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 交 流 発 電 機 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ … 固 定 鉄 心 、 ２ … ス ロ ッ ト 、 ３ … テ ィ ー ス 、 ５ … 帯 状 コ ア 、 ６ … 入 口 ガ イ ド 、 ７ ， ８
… 圧 延 ロ ー ル 、 ９ … 圧 延 ロ ー ル 装 置 、 １ ０ … 拘 束 治 具 、 １ １ … 板 厚 測 定 装 置 、 １ ５ … ハ サ
ミ 、 １ ６ … コ ア バ ッ ク 、 １ ７ … 傾 斜 コ ア 、 １ ８ … 自 動 車 用 交 流 発 電 機 、 １ ９ … フ ロ ン ト ブ
ラ ケ ッ ト 、 ２ ０ … リ ヤ ブ ラ ケ ッ ト 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 12日 (2005.4.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 ス ロ ッ ト の ピ ッ チ は 、 前 記 巻 き 取 り 径 に 必 要 な 量 の ピ ッ チ で あ る こ と を 特 徴
と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
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